
Published by

The Graduate School of Biosphere Science

Hiroshima University

Higashi-Hiroshima 739-8528, Japan

December 2013

重田利拓1）,2）・冨山　毅2）・坂井陽一2）・斉藤英俊2）

1）水産総合研究センター　瀬戸内海区水産研究所
2）広島大学大学院生物圏科学研究科

瀬戸内海山口湾で採集された準絶滅危惧種
ショウキハゼ Tridentiger barbatus（ハゼ科）の生息と産卵の確認

生物圏科学
Biosphere Sci. 
52：35－43 (2013)



瀬戸内海山口湾で採集された準絶滅危惧種
ショウキハゼ Tridentiger barbatus（ハゼ科）の生息と産卵の確認

重田利拓1），2）・冨山　毅2）・坂井陽一2）・斉藤英俊2）

1）水産総合研究センター　瀬戸内海区水産研究所，〒739-0452 広島県廿日市市丸石2-17-5
2）広島大学大学院生物圏科学研究科，〒739-8528 広島県東広島市鏡山1-4-4

要　　旨　　2012年6月に瀬戸内海西部の山口湾で，ハゼ科の準絶滅危惧種であるショウキハゼ
Tridentiger barbatus 1 標本が採集された。全長110.1mm，体長89.4mm，雌の成魚で，卵巣は発達し，
GSIは1.59％であった。細胞・組織学的検討より，最も発達した正常な卵母細胞は第二次卵黄球期
で，新しい排卵後濾胞細胞を多数認めたことより，産卵期における複数回の産卵が示唆された。今
回，標本に基づき山口湾における生息と産卵を初記載した。
キーワード：産卵，ショウキハゼ，ハゼ科，干潟，山口湾，Tridentiger barbatus 

Ｉ．緒　言

　ショウキハゼ Tridentiger barbatusは，カキ殻の多い泥干潟に生息するハゼ科魚類で（道津，1957），日本
では伊勢湾，瀬戸内海，有明海など，日本以外では朝鮮半島，中国，台湾などに分布する（明仁ら，
2013）。特に，日本では有明海に多く，同海域の準特産種とされる（青山ら，2007；八木ら，2007；木下，
2007）。最近，環境省第4次レッドリストで準絶滅危惧に評価された（環境省，2013）。都道府県では，有明海
を有する長崎県，佐賀県，熊本県，および瀬戸内海の岡山県の計4県のレッドデータブックやリストに掲載さ
れる（佐賀県環境生活局，2003；熊本県希少野生動植物検討委員会，2009；江木・阿部，2010；深川，2012）。
　2012年6月に瀬戸内海西部の山口湾において，熟卵を持った本種1個体が採集された。瀬戸内海中・西部
海域における報告はほとんど見られず，山口県での生息の正式な記載や繁殖に関する報告はなされていな
い。絶滅のおそれのある種の保存にあたり，生息地や生息状況は，正確に把握されておくべき最も重要な生
物情報である。
　本報では，標本に基づいて，山口湾での生息と産卵を記載するとともに，新たに得られた繁殖特性に関す
る知見を併せて報告する。

Ⅱ．材料と方法

１．標本の採集と形態学的分析
　筆者らは2005年より，瀬戸内海周防灘の山口湾と最大流入河川である山口市椹野川河口において，干潟
域の魚類生態調査を実施している。標本（1個体）は，2012年6月23日に同湾での同調査で釣りにより採集
された。同調査での採集方法は次のとおりである。前所では2005年6月～2012年6月の昼間に，後所では
2005年6月～2013年5月の主に昼間に釣りを実施した。定量的な採集のため，1回3時間前後を目安として， 
1人が竿2本（竿1本に1～2個の針を装着）の使用とし，餌はアオゴカイ Perinereis aibuhitensisを用いた。ま
た，開始時刻と終了時刻，採集人数，および採集物の個体数等を記録した。
　計数・計測方法は Hubbs and Lagler（1958）に従った。ただし，鰭条数の計数は中坊・中山（2013）に従っ
た。標本の撮影と計測は生鮮時に行い，長さはデジタルノギスを使用し0.01mm単位で，体重は電子天秤を
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使用し0.001g単位で計測した。雌雄は，肉眼および実体顕微鏡下にて生殖腺の外観より判別した。日本産
ハゼ科の同定，ならびに学名と和名は明仁ら（2013）に，他科の学名と和名は中坊（2013）に従った。本
標本はホルマリン固定標本とし，広島大学総合博物館に保管されている（標本番号；HUM-I-1351）。また，
標本の写真は，神奈川県立生命の星・地球博物館の魚類写真資料データベースに登録されている（登録番号；
体側は KPM-NR0143376A，背側は KPM-NR0143376B）。
２．生息状況・環境の把握
　山口湾周辺における本種の生息状況を定量的に把握するため，山口湾では2時間以上，椹野川河口では1.5
時間以上の採集を行った調査回（以降，「定量調査回」とする）を集計・計数した。なお，今回は1個体のみ
の採集であり，単位努力量当たり採集個体数は算出していない。採集場所の魚類相から本種の生息環境を把
握するため，山口湾に同所的に生息するハゼ科について，採集された種，個体数，および全長範囲を求めた。
　本個体が採集された山口湾～椹野川河口では，2週間～1ヶ月に1回，大潮前後の昼間の満潮時に，海水温
と塩分の計測を実施した。計測は，携帯型水温・塩分・DO計（YSI，Model 85）を用いた。
３．細胞・組織学的観察による繁殖特性の把握
　10％中性ホルマリン液で標本を固定・常温で保存し，後日，改めて解剖し生殖腺を摘出した。保存によ
る重量の変化を把握するため，解剖に先立ち，体重を再計測した。
　生殖腺重量指数（GSI）は以下の通り求めた。
　GSI =（GW/BW）×100　ここで，GW：生殖腺重量（g），BW：体重（g
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４．同　定
　腹鰭は完全な吸盤であること，下顎先端は円錐状に突出しないこと，背鰭は2基であること，第1背鰭棘
数は6本で第1棘は他の棘と同じ太さであること，後頭部正中線に皮褶が無いこと，前鰓蓋後縁に後向棘は
無いこと，頬に横列皮褶が無いこと，頭部の腹面中央部を除いて下顎と頬には多数の髭があること，両眼間

A

B

Fig. 1.  Tridentiger barbatus, HUM-I-1351, 110.1mm TL, 
89.4mm SL. A: lateral side（KPM-NR0143376A）， 
B: dorsal side（KPM-NR0143376B）．

Fig. 2.  Histological section of the ovary of Tridentiger barbatus, HUM-I-1351 
collected from Yamaguchi Bay. 

　　　 A: wide view of the ovary, B: oocytes of secondary yolk globule stage in 
the ovary, C: a postovulatory follicle in the ovarian lamella, D: ovulated 
ripe oocytes remained in the ovarian cavity.  OC: ovarian cavity, OM: 
ovarian membrane, oRO: ovulated ripe oocyte, SYG: secondary yolk 
globule stage.  Arrows show post-ovulatory follicles. H&E stain.  Each 
bar scale=400µm.
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隔は広いことより，ショウキハゼに同定された（明仁ら，2013）。
５．生息状況・環境
　山口湾では，2005年6月18日～2012年6月23日に，計56回，のべ228時間18分の採集を実施した。うち55
回が定量調査回であった。椹野川河口では，2005年6月19日～2013年5月23日に，計139回，のべ355時間28
分の採集を実施した。うち132回が定量調査回（昼間125回，夜間7回）であった。これらの調査において，
本種の採集は本個体のみであった。
　本個体は，同日7:10～10:20に採集された。本個体を除いて，同調査で採集された全てのハゼ科魚
類は，山口湾（全56回）では，マハゼ Acanthogobius flavimanus（n=468，75～203mm TL），ヒメハゼ
Favonigobius gymnauchen（n=8，57～78mm TL），ウロハゼ Glossogobius olivaceus（n=3，122～180mm 
TL），ツマグロスジハゼ Acentrogobius sp. （n=2，54mm TL，72mm TL），“スジハゼ”（ツマグロスジハゼか
スジハゼ A. virgatulus）（n=1，56mm TL），アカオビシマハゼ T. trigonocephalus（n=1，76mm TL）および
アシシロハゼ A. lactipes（n=1，73mm TL）の計6種（“スジハゼ”を除く）485個体（種未同定1個体含む）
であった。本種と同じチチブ属はアカオビシマハゼのみであった。
　採集場所周辺の底質は，澪筋沿いは砂泥～砂質であるが，干潟上は砂泥～泥質でカキ礁が広く分布してお
り，干潟最上部の潮上帯では砂質であるなど多様であった。山口湾の潮差は3.9m，懸濁物質濃度の年間平
均値は12～19mg/l（1999～2003年）であった（重田・薄，2007；2011；未発表）。調査場所における底層の
水温と塩分の周年変化を Fig.3 に示す。本個体の採集時の採集場所における底層の水温は21.4℃，塩分は
29.9psuであった。山口湾と椹野川河口の水温は，後所の方が，上昇・下降傾向が早く現れるが，概ね互い
によく似た挙動を示した。4月に急上昇を始めて，6月に20℃を超え，8月には最高値の29℃台に達した。そ
の後，下降を続けて，10月末には再び20℃以下となり，1月末から2月初旬には最低の6℃台となった。一方，
塩分は，海域の山口湾では30psu前後の比較的安定した値を示したが，河口域の椹野川河口では17.2～
27.9psuの幅のある値を示した。前所はかつてのアサリ漁場で（近年はほとんど獲れない），後所はヤマト
シジミ漁場である。

Fig.3．
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Fig. 3.  Seasonal changes of water temperature (C: centigrade) and salinity (psu) at the 
bottom of two observational sites in Yamaguchi Bay and Fushino River. 

　　　Arrows show the collection date of this specimen.
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６．分　布
　日本では東京湾，伊勢湾，瀬戸内海，有明海，島原湾，日本以外では朝鮮半島南西岸・西岸，遼寧省～広
東省の中国沿岸，台湾西岸，カリフォルニア（移入）に分布（明仁ら，2013）。特に，有明海に多く，同海
域の準特産種とされる（青山ら，2007；八木ら，2007ゾ
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ず（青山ら，2007；八木ら，2007），干潟の底質環境やそれに関連した濁度の違いをよく反映している。 
ウロハゼは，より汽水環境を好むことから，山口湾は満潮時には安定した高い塩分濃度になるものの，淡水
の影響も受けることが示唆される。同湾から椹野川河口には413haの大干潟が存在し，底質は，河川域は主
に砂質，湾北部は泥分の多い砂泥質～泥質，湾中央は砂泥質であるなど変化に富む（重田・薄，2007；
2011；未発表）。多様な底質環境は，本種のような軟泥質を好むものから，砂質を好むヒメハゼやアシシロ
ハゼまで，多様な種が生息可能な環境を育んでいるものと考えられる。
　今回，山口湾での本種の採集時には，同所で普通に見られ同所的に生息するクロダイ Acanthopagrus 
schlegelii，キチヌ A. latus，マハゼ，クサフグ Takifugu niphobles，トラフグ T. rubripes（放流個体）がとも
に採集された。前述のハゼ科と同じく，これらの魚種は有明海では砂泥質の前浜干潟では採集されるが 
（日比野，2007），軟泥質の干潟では，トラフグを除き，全くあるいはほとんど採集されない（青山ら，
2007；八木ら，2007）。底質とそれと密接に関連した濁度（懸濁物質濃度）が大きく異なるためと考えられる。
濁度は魚類の行動や生残に影響を及ぼすことが知られ，クロダイでは，懸濁物質濃度が350mg/l以上の濁り
で全長15cmの個体の行動に影響があり，卵では200mg/l以上で影響があるという（日本水産資源保護協会，
2006）。有明海湾奥の懸濁物質濃度は山口湾の10倍以上であり，この湾奥の高濁度環境がクロダイなど普通
の種の進入を妨げ，本種やワラスボ Odontamblyopus lacepedii，ムツゴロウ Boleophthalmus pectinirostrisと
いった有明海を特徴付ける特産種や準特産種の生存を可能にしているものと考えられる。
繁殖特性：道津（1957）は，本種の成熟卵巣を実体顕微鏡レベルで観察し，卵群について大型熟卵と小型
未熟卵の2群を認めた。すなわち，卵巣の容積のほとんど全部を卵黄蓄積し淡黄色を呈する前者（卵径0.48～
0.90mm）が占め，その間に半透明の後者（卵径0.05mm以下）が存在することを報告した。また，これら
の熟卵は全卵が同時に産卵されると考えられるが ,一繁殖期に同じ雌個体が何回産卵するか不明であること
も指摘している。今回，山口湾において本種の産卵が初めて確認された。本個体では卵巣内に概ね3卵群が
認められた。すなわち，最も大きい卵群は卵巣腔の残存完熟期卵で，次は，卵黄蓄積中の SYGであり，最
も小さな卵群は，卵黄未蓄積の主に周辺仁期卵母細胞であった。最も大きい卵群は，道津（1957）の大型
熟卵がさらに発達したものであり，最も小さい卵群は，小型未熟卵に相当する。卵巣薄板には新しい POF
が多数認められ，また，残存完熟期卵もいくらか確認されたことより，今繁殖期に本個体は1回は産卵して
いる。同属のチチブT. obscurusでは，同一雌個体が一繁殖期に繰り返し産卵することが知られている（Kaneko 
and Hanyu，1985；Kaneko et al., 1986）。飼育実験では，繁殖期には同一雌魚が概ね10日間隔で産卵を繰り
返す。卵黄の蓄積を開始して，僅か10日程度で産卵するようになる（Kaneko et al., 1986）。有明海における
ショウキハゼの繁殖期は5月中旬から9月中旬までの長期に渡ることが知られる（道津，1957）。本種の棲息 ,
産卵場である同海のカキ養殖場における水温の周年変化は7～28℃であり，山口湾とほぼ同様である。本個
体は6月23日に採集されたことより，周辺仁期のものは直ちには産卵されないが，SYGは産卵される予定で
あったものである。従って，本種は少なくとも一繁殖期に同じ雌個体が2回以上産卵すると考えられる。チ
チブでは，POFは産卵の3日後には完全に吸収される（Kaneko et al., 1986）。本個体では新しい POFが多数
認められたことより，23日の当日かその1，2日前までの間に産卵したものと考えられる。今後，さらに標
本が収集できれば，詳細な繁殖状況などが検討できよう。
　本報では，標本に基づいて，山口湾での生息と産卵を記載するとともに，新たに得られた繁殖特性に関す
る知見を併せて報告した。山口湾の多様な生息環境は本種の生存も可能としている。しかし，本種の生息数
が示すとおり，同湾は本種にとって好適な環境ではないのであろう。
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First record on the occurrence and spawning of Shokihaze goby, 
Tridentiger barbatus (family: Gobiidae), based on a specimen from Yamaguchi Bay

in western Seto Inland Sea, Japan

Toshihiro Shigeta1), 2), Takeshi Tomiyama2), Yoichi Sakai2) and Hidetoshi Saito2)

1) National Research Institute of Fisheries and Environment of Inland Sea, Fisheries Research Agency, 
Hatsukaichi Hiroshima 739-0452, Japan

2) Graduate School of Biosphere Science, Hiroshima University, 
1-4-4 Kagamiyama, Higashi-Hiroshima Hiroshima 739-8528, Japan

ABSTRACT　　A specimen of Shokihaze goby, Tridentiger barbatus, was collected from Yamaguchi 
Bay, western Seto Inland Sea, Japan in June 2012. This species has been evaluated as a near threatened 
species in Japan. This specimen was an adult female of 110.1mm TL and 89.4mm SL. The gonadosomatic 
index was 1.59%. Histologically the most developed stage of normal oocytes was the secondary yolk 
globule stage. The specimen had a lot of new postovulatory follicles in the ovarian lamella and a few 
ovulated ripe oocytes remained in the ovarian cavity. Therefore, these results indicate that spawning has 
occurred and this species is a multiple spawner. This is the first report of the occurrence and spawning of  
T. barbatus, based on a specimens from Yamaguchi Bay.
Key words: Gobiidae, Shokihaze goby, spawning, tidal flat, Tridentiger barbatus, Yamaguchi Bay  






